
　国民健康保険は、「年齢構成が高く、医療費水準が高い」「所得水準が低く、保険
税の負担が重い」といった構造になっているため、国保税などの収入よりも医療費な
どで支出するお金の方が多くなり、各市町村では厳しい財政状況が続いています。

国民健康保険制度が変わります
　国民健康保険は、病気やけがをしたときに安心して病院にかかることができるよう、加入者
の皆さんでお金を出し合い、お互いに支え合っていく制度です。平成30年度から、都道府県が
国保の財政運営の責任を担い、市町村とともに国保の運営主体（保険者）となります。

なぜ、財政運営の
主体が
都道府県に
変わるの？

制度の改正で
何が変わるの？

市町村
●資格管理（保険証の発行など）
●保険税率・額の決定、賦課、収納
●保険給付
●保健事業（健診など）

都道府県
国保運営方針を示し、事務の
効率化、標準化、広域化を推進

市町村
●資格管理（保険証の発行など）
●保険税率・額の決定、賦課、収納
●保険給付　●保健事業（健診など）

都道府県が、保険給
付に必要な費用を市
町村に全額支払う

A市 B市 C町

Z県

現在 平成30年度～

B市 C町A市

問い合わせ 保険年金課　☎24・8058　

変わらないことは？

石川県
国民健康保険
被保険者証

※納付金･･･都道府県が市町村の医療費水準や所得水準などを基に市町村ごとに決定するもの

平成30年4月から

国保の現状と課題

❶保険証などに「石川県」と表記されます
　有効期限までは、現在お手持ちの保険証などをそのままお使いください。
　新しい表記の保険証などは、有効期限近くになりましたら、小松市から送付します。
❷高額療養費の多数回該当が県単位で通算されます
　石川県内の他市町間で転入・転出した場合でも、前住所地と同じ世帯状況であることが
認められる場合は、多数回該当の回数を引き継ぎます。
❸保険税の決め方が変わります
　これまでは小松市が個別に医療費などを推計し、保険税を決定していましたが、今後は
石川県が決めた納付金※を納めるために、保険税を決めることになります。

国保加入の皆さんに関係のある主な変更点

　これからも国民皆保険の基盤である国民健康保険制度を維持していくため、都道
府県が国保運営の中心的な役割を担うことで、国保財政の安定化を図っていきます。

制度改正による財政の安定

①保険証などの交付　　　　②高額療養費などの保険給付手続き
③保険税の決定と収納　　　④はつらつ健診などの保健事業　など

これまでどおり小松市が皆さんの窓口です

市町村がそれぞれ
国保財政運営の責任主体

都道府県が国保財政運営の責任主体

納付金※を納付

問い合わせ　小松・能美鉄道利用連携会議事務局（経営政策課内）　☎24・8037      kikaku@city.komatsu.lg.jp
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これからの100年をデザインする特別講演

NOMI ∞ KOMATSU 未来をひらく フォーラム
レールウェイ次代を拓く子どもたち、地域のみんなで考えよう
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Railway
北陸新幹線のデザインを手掛けた世界的工業デザイナーによる講演

入場
無料

奥山  清行氏

工業デザイナー／
KEN OKUYAMA DESIGN代表
［北陸新幹線車両デザイン監修]

トランスイート四季島／フェラーリ エンツォ
北陸新幹線／秋田新幹線／ヤンマートラクター
そのほか家具、眼鏡など多数

［主な代表作]

2023年春
北陸新幹線小松駅開業［予定］
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